
                                                                                       

＊オペレータパネルに表示された、エラーメッセージの数字(エラーコード)をお控え下さい。 

注）紙詰まりの場合は、エラーメッセージの数字は表示されません。イベントログで確認してください。 

 

XL-8400 エラー発生時のお願い 
 

お問い合わせ窓口をご利用の際には 

・「オペレータパネル」に表示されたエラーコードをお控えの上、下記にご連絡ください。 

注1) 紙詰まりの場合はエラーコードが表示されませんので、裏面の手順でイベントログを 

印刷して、エラーコードを控えて下さい。また、他のエラーも同様の方法で確認する 

ことが出来ます。 

障害発生日 エラーコード 

〇〇年○○月〇〇日 xxxx カミヅマリ… ／ xxxx ハードエラー… 
 

アフターサービスご利用についての詳しい説明は、ハードウェアガイドの「アフターサービスについて」をご確認 

ください。 

本資料を点線部より折り畳み、装置正面か側面の FAN を塞がない場所、もしくは装置に近い場所等に 

貼りつけてご使用ください。 

例）表示メッセージ例  

 

 

 

 

＜エラーコードメモ＞ 

障害発生日 エラーコード 障害発生日 エラーコード 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

故障が発生しました。  

サービス担当者に  

連絡してください。  

     6130：005086 



                                                                                       
XL-8400 イベントログの印刷手順 

イベントログの印刷から、発生したエラーコードを確認することができます。 

順 操作手順  順 操作手順 

１ プリンタの電源を投入／再投入すると初期画面の 
“印刷できます”と表示します。 

６ 「OK」 キーを押下すると以下の画面を表示しま
す。 
 
 
 
 

２ 
 

「メニュー」キーを押下すると“メニュー：”画面を表示
します。 
 
 
 
「▼」キーを８回押下し“09 調整/メンテナンンス”に
カーソルを合わせます。 
 
 
 
 

７ ログインユーザ名とログインパスワードを入力します。 
※工場出荷時は 4000 に設定（両方共） 
※詳細はハードウェアガイドをご参照ください  

 P 2-13_「ログイン・ログアウト」 
    P11-17_「文字の入力方法」 
以下、工場出荷時の場合の入力方法 
⇒「OK」キー 
⇒画面右下の「右選択」キー⇒「▼」キー 

(“半角数字”にカーソルを合わせます。) 
⇒「OK」キー 
⇒「４」キー⇒「０」キー⇒「０」キー⇒「０」キー 
⇒「OK」キー 
⇒「▼」キー⇒「OK」キー 
⇒画面右下の「右選択」キー⇒「▼」キー 

(“半角数字”にカーソルを合わせます。) 
⇒「OK」キー 
⇒「４」キー⇒「０」キー⇒「０」キー⇒「０」キー 
⇒「OK」キー 
〔ログイン〕の下にあるスイッチを押下します。 

４ 「OK」キーを押下すると“調整/メンテナンス”を表示し
ます。 
「▼」キーを２回押下し、 “03 サービス設定“に 
カーソルを合わせます。 

５ 「OK」キーを押下すると“サービス設定”を表示しま
す。 
「▼」キーを 3 回、押下し、 “イベントログ”にカーソル
を合わせます。 

８ 入力が成功すると以下の画面を表示します。 
 
 
 
 
 
「OK」キーを押下するとイベントログの印刷が開始 
します。 

 
・印刷された１ページ目のイベントログは各項目毎に、上から新しい順でならんでいます。 
・新しいエラーログ（「Count」、「Event descriptions」／「Service Code」、「data and Time」）を 
お問い合わせ窓口に伝えてください。 

 
 
 
イベントログの見方 

① 「Paper Jam Log」  ：紙詰まり 
・「Count.」         ：総印刷枚数 
・「Event descriptions」：エラー情報 
・「Date and Time」   ：発生日時 

――― 
② 「Service call log」 ：紙詰まり以外のエラー 

・「Count.」         ：総印刷枚数 
・「Service Code」    ：エラー情報 
・「Date and Time」   ：発生日時 

 
 
 

＜例：イベントログ印刷結果>

①  

②  


